
点から.さらに旅費140,000円が予定された｡研究申請

に対する採択件数を課題別に記せば,次のとおりであ

る｡

1. ニホンザルの地域ポt='ユレ-

S/ヨyの総合的研究 9件 (9名)

2.詔長期のロコ毛-ジョン-

特にホミニゼイyヨyの観点か

ら- I

3. 遊技獄の生理学的適応能

4. ニホンザルの行動と中枢神経

系の関係

5. ニホンザルの発達段階

6. 白山孤題

3件 (3名)

3作 (6名)

8件 (12名)

5件 く5名)

7件 (8名)

研究会としては,公芽時に設定した2件 (下記のⅠ,

Ⅰ)のほか,所内で企画を進めた1件 (下記のⅠ),な

らびに上記研究課題中の2と5にそれぞれ関連して予

定された小研究会のた桝こ,旅攻350,000円,研究兜

230,000円が判指された｡年度後半に至り,共同研究実

行にともなって生じた予井余剰によって,さらに1件

(下記のⅣ)が追加実施された｡

Ⅰ ニホyザル研究の進め方

I Ei正朔の行動研究におけるフィールド7-クとラボ
ヲトリーワーク

正 耶乳湖の進化と霊長類の位fa

Ⅳ 叩乳湖の生態ならびに社会
付 妃

以上が昭和45年度までの共同利用研究所としての本研究所における共

同研究閃休の放F!であるが.すでに昭和45年皮内に.翌46年度の共同研

究にBgする中将等が遊行しているので.その点に関して次に若干の付記

祝明をつけ加えておく.

1)昭糾 4年皮玖半以来#税してきた共同研究即 1委Li会が.昭和46

年度共同研究についても.その公許方針と採択制こ関する寄掛こあたる

こととし.昭和45年度内にその審議を終えることになった｡

2)閉脚 1香Ll虫は.共同利用研究所としての本研究所の迎削こ関す
る参考.BJLな研究所に申し送.,たうえ.昭和45年度宋口付で解散するこ

とになった.その申し送りを参考としてとられる新陣制削こついては'

昭和46年成年掛こ税明をゆすることにする. (文突 出本光雌)

2. 研究成果

昭和44年度共同利用研究

寒冷環境におけるニホンザルの適応性に

ついて (その1)

原 文 江

(武厨川女子大 ･家政･生物)

瑠冷地,特に積雪地に生息するニホンザルの生態学的

研究は,多くの研究者によって,行なわれている｡しか

ギー代謝丑の測定はむろん,常温におけるエネJI,ギー代

謝丑も求められていない｡栄糞学的に考える前に,丘も

基本的なニホンザルのエネルギ-代謝丑の測定を行なう

ことにした｡

このたびのエネルギー測定には,メ?'ヲス′iッグに呼

気採袋ののち,労研式ガス分析宕陀 使用して,呼式中の

酸素量,炭敢ガス丑の測定を行なった｡被政体のニホン

ザルは,体重10kg前後,成獣,オス,の条件の5匹を使

用した｡同一個体を一度は,麻酔して,さらにもう一度

はモyキ-チェア-に固定したものについて,測定を行

ない,両S/.)-ズを比較した｡麻酔には,ネンブタ ーJt,

液を用い,体誼1kg当り0.5cLl静脈注射,または,筋肉

注射したものを測定した｡ガスの測定条件として,21土

1℃の恒温宝を使用し,測定結果のガス蕊は,究温0℃
換井による補正を行なった｡

被政体を預伽,胴伽で固定して,スチール緒の上に越
わらせた状態にしたものに,直接,顔面にマスクをあて

る｡

呼気採集中には,心持数,直腸温の測定を同時に行な

っており,異常なものは除いてある｡同じく,被政体が

動いたり,盛れたりした状態の場合も同様に除いた｡

測定結果は次のとおりである｡個体別に,○印で示し
ているものは,毛yキーチェア-時,×印で示している

ものが,ネンブタ-JI,による麻酔時のものである｡
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同一個体において,モン

キーチェ7-に固定した岨

令,サルがなれていないと

いうことと,顔に直接マス

クを押付けるためにおころ

心理的な要因も入り,酸究

消攻丑のばらつきが大きく

し,栄糞生態学的研究は少い｡寒冷環境におけるエネル 表われているように思われる｡
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ネyブクール麻酔時における呼吸掛 よ非常に小さく.

正常な雌 を示しているとは考えられない｡呼欠抹W1時

に,呼吸数が少く,弱く,マスクの弁が毘いため,呼吸

田文馴こおちいるものもあった｡

このような柄穴からみて,測定班のちらはりは,サル
をならすことと,拡搾,郡市にマスクをあてるのではな

い-方法で呼気を抹3L!{･きれは,mTJ定位のちらはりを.よ

り少くすることができるのではなかろうか｡

寒冷環境におけるニホンザルの適応性に

ついて (その2)

朝 日 稔

(武梓川女子大 ･家政 ･生物)

ニホンザルは人間を除く詔艮mではもっとも北部に生

息していて,とくに嘩冷串にはきびしい栄光条件のもと

に生存している.FI雪地域では,カPI) 一的にはほとん

ど無価値に近い食物に依存し,しかもその休弧を維持す

るには困難な琴冷環境にさらされている.

そこで,この他帯のこホンザルの食生活を,柴並生魚疑

学的に検討することは,正長塀のなかでの=ホンザルの

生態学的位位づけのみ{･なく,栄先学の両では等冷耶姥

での適応といった両でも盃要な意味をもつと思われる｡

械雪地のみでなく,一般にニホンザルが欠金時にその

生活を維持するためのエネルギ-パヲyスは.次の株式

で与えられる｡

A.生活消焚カロt)-
=純折取カPI)-+苦節脂肪による補充カP1)-

ここで,純摂取カロリーは

a.約m取カロ1)-
-食物含有カロI)- 一 排出物カPI)-

として与えることができる｡

そこでこれらの各項目について,測定可能なものは測

定し,不可能なものについては推定の方法を考えて推定

し,このエネルギーパヲソスが成立しているかどうかを

枚討することとした｡

生活消費力ロ1)-については,ニホンザルのBMが原

によって 36kcal/hr.m2 と測定されているのでそれを

用いて,1頭当り20kcal/hrという数字がえられる｡

これから,RMRと労働時間を観察により推定し,さら

に琴冷のための係数を1.5と考えることによって,必努

力ロ1)-として計井できる｡ここでは,文のフィ-JI,ド

ノ-I.によって,次の例なえた｡

行 動 RMR 時 間 カロリー

喋ている,木の上で抑止 0.0 14.8 260

Ftの上の移動

ゆっくり移動し,採企

グルーミyg',遊び

計

琴玲係数

2

00
.4

一q
2

一l

0

0

0

0

0

7

2

1

6

0

1

2

1

7

11

7

0

5

0

1

3

AJ7
.42

金物分布カpl) -については.別に発泡するが,ポン

プカt7I)-メーターによりてこホンザJt,の郡日時の金物

の保有カt]1)-を虹掛 こ測近し,その折取皿を放熱こよ

り推定した｡その桔nt.1日当り1珊 1030kcalを採企

していることとなった｡排山物保有カロリーは下北半凪

で採取した,斑雪時の苅6仲は ポンプカtlI)-メ-ク-

で正接測定した結果,平均して1日1頭当り,30kcal

が排山されていることとなる｡その弟として,1日の純

朽取カロリ-はおおよそ 1000kcalと考えられる｡

文の1965年より66年の料 こいたる記掛 こよれは,下北

-半･瓜のニホyザルは,積雪時に平均して約2,0009やせ

てしまう｡ この体正減少をすべて苛税脂肪の机欠と考

え'月日肋19当り9kcalが放出されるものとすると,

桝雪期90日脚こ, 1日当りlWt200kcalがal桝脂肪に

より椛給されていることになる.

ここで原初の仮定にもどって考えると.これらの数倍

を,式A.Bに入れると次のようになる｡
A:1100-1000+200

B:1000-1030-30

したがって,測淀の結果は,この仮定が十分でないに

せよ,一応満足すべきものとして満たされていることと

なる｡

ただ,この計井には多くの推定位が含まれている｡し

かもそのうちには十分な根拠のない位もあるので,さら

に検討を誼ねる必要があると思う｡

リスザルの視党連合領の誘発電位

(他の連合領刺激の視党連合領に及ぼす

影響)*

渡 辺 悟 (肢大 ･医･生理)

小 川 尚 (熊大 ･医･生理)

+約47回日本生理学会松虫.1970年児浜

祝光速合切 (18,19野)が迎合線維によって連絡して

いる皮fI野は,隣接の17町は勿論のこと前頭前野,成文

及び運動の迎合弧 及び島蚊は何頭薬下部等が記砥され

ている (Polyak,1968)｡この視覚迎合問は数多くの虎

穴下核とも連絡があり機能的にはまた polysensoryの
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